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たくりゅうしょうりんじ

　
現
在
、
少
子
高
齢
化
・
過
疎
化
な
ど
の
問
題

が
日
本
中
で
山
積
で
す
。
そ
の
時
代
の
変
化
は

と
て
も
早
く
、
十
年
前
想
像
出
来
な
か
っ
た
事

が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
近
い
将
来
、
自
動

車
が
自
動
運
転
に
な
り
、
人
工
知
能
の
発
達
に

よ
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
介
護
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
日

も
遠
く
な
い
で
し
ょ
う
。

　
一
方
で
、
変
わ
ら
な
い
良
さ
。
懐
か
し
さ
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
田
舎
暮
ら
し
や
古
民
家

再
生
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
寺
社
仏
閣
巡
り

も
そ
う
で
す
。

　
現
代
は
、
多
様
化
で
自
分
好
み
に
合
わ
せ
て

選
択
で
き
ま
す
。
か
つ
て
の
寺
院
の
檀
家
制
度

も
都
市
部
で
は
崩
壊
し
て
い
ま
す
。
必
要
に
応

じ
て
菩
提
寺
を
離
檀
し
他
に
移
る
時
代
な
の
で

す
。
新
興
宗
教
な
ど
へ
改
宗
す
る
話
は
身
近
に

あ
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
あ
な
た
に
と
っ
て
、
少
林
寺
は

必
要
で
し
ょ
う
か
？
皆
様
に
必
要
と
さ
れ
れ
ば
、

こ
れ
か
ら
も
少
林
寺
は
そ
の
価
値
を
高
め
、
未

来
へ
続
く
で
し
ょ
う
。
そ
の
価
値
と
必
要
性
が

な
く
な
っ
た
時
に
少
林
寺
は
崩
壊
す
る
で
し
ょ

う
。

　
寺
院
は
住
職
の
所
有
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

檀
信
徒
、
地
域
の
人
々
に
求
め
ら
れ
、
布
教
・

修
行
・
供
養
の
場
を
頂
い
て
い
ま
す
。
私
が
必

要
と
さ
れ
る
限
り
は
こ
こ
を
離
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
皆
様
と
共
に
、
私
た
ち
の
少
林
寺

を
築
い
て
い
き
た
い
で
す
。

少
林
寺
の
未
来

住
職
　
清
涼 

晃
輝

一
周
忌
　
　
　
平
成
二
十
七
年

三
回
忌
　
　
　
平
成
二
十
六
年

七
回
忌
　
　
　
平
成
二
十
二
年

十
三
回
忌
　
　
平
成
十
六
年

十
七
回
忌
　
　
平
成
十
二
年

二
十
三
回
忌
　
平
成
六
年

二
十
五
回
忌
　
平
成
四
年

二
十
七
回
忌
　
平
成
二
年

三
十
三
回
忌
　
昭
和
五
十
九
年

三
十
七
回
忌
　
昭
和
五
十
五
年

四
十
三
回
忌
　
昭
和
四
十
九
年

四
十
七
回
忌
　
昭
和
四
十
五
年

五
十
回
忌
　
　
昭
和
四
十
二
年

百
回
忌
　
　
　
大
正
六
年

今
が
あ
る
の
は

　
　
　 

ご
先
祖
様
の
お
陰

平
成
二
十
八
年 

年
回
表
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少林寺たより 澤龍が

リニューアル
　しました！！
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盆
踊
り
は
も
と
も
と
一
晩
を
通
し
て
楽
し
む
行
事
で

し
た
。
こ
の
徹
夜
歳
時
の
伝
統
を
現
在
も
残
し
て
い
る

地
域
が
全
国
に
三
ヶ
所
あ
り
（
琉
球
諸
島
を
除
く
）、

そ
の
一
つ
、
岐
阜
県
郡
上
市
は
二
か
月
も
の
あ
い
だ
盆

踊
り
に
明
け
暮
れ
、
８
月
半
ば
の
四
日
間
は
夜
通
し
の

踊
り
の
輪
で
有
名
で
、
全
国
に
多
く
の
フ
ァ
ン
が
い
る

土
地
で
す
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
が
音
頭
を
取
り
、
徹
夜
盆
踊

り
を
む
か
し
通
り
月
夜
に
や
ろ
う
、
月
暦
正
月
に
は
町

中
新
年
の
飾
り
つ
け
を
し
よ
う
、
と
い
っ
た
目
標
を
掲

げ
た
催
し
が
こ
の
郡
上
市
で
あ
り
、
私
も
講
演
で
呼
ば

れ
、
い
ろ
い
ろ
な
方
々
と
意
見
を
交
換
す
る
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
参
考
に
な
っ
た
の
は
「
三
日
月

さ
ま
」
の
話
。

　

以
前
か
ら
郡
上
に
は
、
三
日
月
の
出
る
夕
方
に
通
り

に
立
っ
て
待
っ
て
い
る
お
ば
あ
さ
ん
た
ち
が
い
る
と
い

う
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
三
日
月
は
最
初
に
目
に
す

る
月
と
い
っ
て
よ
く
、
こ
れ
が
だ
ん
だ
ん
ふ
く
ら
ん
で

満
月
に
な
り
、
満
月
を
頂
点
に
今
度
は
だ
ん
だ
ん
欠
け

て
い
っ
て
見
え
な
く
な
る
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
す
わ
け

で
す
が
、
最
初
の
月
な
も
の
で
す
か
ら
、
な
に
よ
り
も

尊
く
、
拝
む
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
自
分
た
ち
は
三
日

月
な
ど
と
呼
び
捨
て
に
は
し
な
い
、
い
つ
も
「
三
日
月

さ
ま
」
と
い
っ
て
い
る
、
と
い
う
の
が
郡
上
で
聞
い
た

話
で
、
こ
の
土
地
で
は
三
日
月
へ
の
思
い
が
か
な
り
広

範
に
残
っ
て
い
る
の
だ
な
、
と
い
う
強
い
印
象
を
受
け

た
の
で
す
。

三
日
月
さ
ま 

 

　

こ
の
二
十
年
ば
か
り
、
北
か
ら
南
ま
で
日
本
で
は

三
日
月
を
待
つ
人
び
と
（
特
に
女
性
た
ち
）
が
た
く

さ
ん
い
た
こ
と
を
月
暦
利
用
者
か
ら
教
え
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
三
日
月
に
お
豆
腐
を
さ
さ
げ
祈
っ
た
、と
か
、

家
族
で
夕
方
三
日
月
の
出
を
庭
で
待
っ
た
、
と
か
、

は
じ
め
の
月
に
対
し
て
健
康
や
平
安
を
祈
る
こ
と
が

多
く
の
日
本
人
の
月
々
の
仕
来
た
り
だ
っ
た
こ
と
を

知
っ
て
、
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
の
風
習
の
意
義

に
目
を
み
は
ら
さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

　

じ
つ
は
、
こ
の
「
三
日
月
信
仰
」
と
も
い
え
る
心

姓
は
日
本
ば
か
り
で
な
く
世
界
中
で
同
じ
だ
っ
た
の

で
す
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
読
ん
で
い
る
と
月
の
こ

と
が
よ
く
出
て
き
ま
す
が
、「
三
日
月
に
結
婚
式
を
」

と
い
う
表
現
に
出
会
い
ま
す
し
、
月
や
太
陽
な
ど
の

「
偶
像
崇
拝
」
を
き
び
し
く
禁
じ
た
は
ず
の
キ
リ
ス
ト

教
や
イ
ス
ラ
ム
教
で
も
、
月
と
マ
リ
ア
が
同
一
視
さ

れ
た
り
、
三
日
月
を
待
つ
多
数
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が

い
た
り
し
て
、
民
衆
の
好
み
を
お
さ
え
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
中
国
で
も
「
三
日
月
を
拝
む
」

風
習
が
あ
り
、
ア
フ
リ
カ
で
は
初
潮
を
迎
え
た
女
性

が
三
日
月
の
作
り
も
の
を
か
か
げ
て
踊
っ
て
お
祝
い

を
し
た
も
の
で
す
。

　

私
た
ち
の
体
や
生
活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
る
た
め

に
、
過
ぎ
去
っ
た
ひ
と
月
を
振
り
返
り
、
新
し
い

月
を
新
鮮
な
気
分
で
迎
え
る
た
め
に
、
三
日
月
は

と
て
も
い
い
案
内
役
で
、
ぜ
ひ
親
し
ん
で
い
た
だ

き
た
い
も
の
で
す
。
お
子
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る

方
は
子
ど
も
と
一
緒
の
三
日
月
待
ち
も
お
す
す

め
。
た
だ
し
、
三
日
月
は
特
定
の
一
日
だ
け
見
ら

れ
る
も
の
。
近
々
の
三
日
月
出
現
は
西
暦
で
は
６

月
７
日
、
７
月
６
日
、
８
月
５
日
に
な
り
ま
す
。

志
賀
　
勝

一
、 
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
沢
山
　
松
尾 

潔
　
　
殿

一
、
机
　
　
　
　
　
　
　
國
米 

一
朗
　
殿

一
、 

賽
銭
箱
・
鰐
口
紐
　
難
波 

種
雄
　
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難
波 

も
よ
ゑ
殿

一
、
植
木
沢
山    
　
　 

国
本 

昇
　
　
殿

ご
寄
進
頂
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
合
掌
）

【
特
別
寄
付
】

http://tsukigoyomi.jp
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（
法
句
経
一
一
六
）

「
善
は
急
げ
」
と
言
い
ま
す
が
、

好
機
を
逃
す
な
。
善
と
悪
。
日
常

生
活
に
、
善
の
行
為
は
あ
り
ふ
れ

て
い
ま
す
。
足
腰
が
痛
そ
う
な
人

が
い
れ
ば
、
席
を
譲
り
、
椅
子
を

用
意
す
る
。
大
丈
夫
？
と
声
を
か

け
る
。

　
今
、
自
分
が
出
来
る
こ
と
を
直

ぐ
に
行
う
。
あ
れ
こ
れ
考
え
、
迷

い
っ
て
い
る
間
に
、
時
間
が
過
ぎ

て
い
き
ま
す
。
善
い
こ
と
は
、
自

ら
率
先
し
て
行
う
。
善
行
を
積
み

重
ね
る
こ
と
で
、
や
が
て
習
慣
と

な
り
、
そ
の
善
の
行
為
が
、
他
者

に
喜
び
を
与
え
、
そ
の
喜
び
を
分

か
ち
合
え
た
ら
、
私
の
人
生
が
善

き
も
の
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

思
い
立
っ
た
が
吉
日
。
善
い
こ
と

は
、
す
ぐ
に
や
り
ま
し
ょ
う
。

善
き
こ
と
に
は

　

急
ぎ
赴
く
べ
し

仏の智慧に学ぶ

　
約
半
世
紀
ぶ
り
に
故
郷
へ

戻
っ
た
岡
本(

お
か
も
と)

弘(
ひ
ろ
し)

さ
ん
の
お
宅

へ
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　
五
年
前
に
、
お
父
さ
ん
が

亡
く
な
っ
た
こ
と
が
転
機
で

し
た
。
高
齢
の
お
母
さ
ん
の

様
子
を
見
る
た
め
月
に
何
度

も
名
古
屋
と
岡
山
の
往
復
を

続
け
る
こ
と
二
年
。
一
人
暮

ら
し
の
お
母
さ
ん
が
心
配
で
、

や
が
て
半
分
ず
つ
の
生
活
と

思
い
岡
山
へ
戻
っ
て
み
た
が
、

結
局
永
住
す
る
こ
と
を
決
意
。

そ
れ
か
ら
三
年
。

　「
色
々
大
変
な
こ
と
も
あ
っ

た
け
ど
帰
っ
て
き
て
良
か
っ

檀信徒を訪ねて

た
。
毎
日
ゴ
ル
フ
へ
行
こ
う

と
思
っ
て
い
た
が
、
今
は
毎

日
農
業
。」

　
両
親
の
農
機
具
を
使
い
荒

れ
た
大
地
を
耕
し
、
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
農
業
を
初
め
て

三
年
。
固
定
客
も
お
り
毎
日

【
道
の
駅
久
米
の
里
】へ
出
荷
。

丁
度
、
伺
っ
た
際
も
県
外
の

お
客
様
か
ら
注
文
の
電
話
。

「
今
、
玉
葱
を
一
万
二
千
。
南

瓜
を
六
百
。
野
菜
や
苗
木
な

ど
毎
年
増
え
て
旬
の
時
期
に

は
忙
し
い
。
で
も
楽
し
い
。

一
生
懸
命
だ
か
ら
楽
し
ん
だ

ろ
う
な
。」

　
田
舎
暮
ら
し
。
色
々
と
ご

苦
労
さ
れ
な
が
ら
も
三
人
の

楽
し
そ
う
な
お
顔
が
印
象
的

で
し
た
。

奥
啓
祐
さ
ん
（
政
友
）

　
　
　
お
孫
さ
ん
た
ち

　
春
の
お
彼
岸
供
養
に
参
列

写
真
右
か
ら

　
　
悠
樹 

く
ん

　
　
空
翔 

く
ん

　
　
百
花 

ち
ゃ
ん

　
　
蒼
陽 

ち
ゃ
ん

　
　
大
地 

く
ん

なむなむ　のんのんさま
「
子
は
宝
」　

　
う
ち
の
お
宝
を
紹
介

は
る
き

そ
ら
と

も
も
か

あ
お
ひ

だ
い
ち

ご意見、ご感想、投稿【 募集中 】
お知らせ

趣味、特技等の発表にお使い下さい
「檀信徒を訪ねて」
「なむなむのんのんさま」
出ませんか？　お気軽にお声かけ下さい曹洞宗 澤龍山 少林寺

●電話 0868-57-2303  ●住職電話 080-6351-9686

弘さん　　はる子さん（母）　 豊子さん (妻 )

よ

い
そ
　
　
　
　 

お
も
む



平成 28 年度 行事のご案内

少林寺で修行を体験してみませんか？ (掃除、坐禅、読経、写経、お話等）
子供から大人まで檀家は問いません。お誘い合わせの上ご参加下さい。
・参加資格…やる気ある人
・対象…小学生以上
・予約制…先着 70名
・申込み方法…少林寺にて
　「禅道場体験入門願」
　ご記入下さい。
・参加費…無料
・持ち物…水筒、帽子 
・締切…8月 10日

禅道場体験
募集 少林寺で修行を体験してみませんか？

8/22（月）　7:30 受付　7:50 ～ 14:00

総供養会
６/１2（日）

３/20（月）

14:00　ご先祖様の供養会
14:30　法話（住職）
※H29年～春彼岸中日に変更します

10:00　ご先祖様の供養会
10:30　法話 常寂光寺ご住職 山縣洋典 師

盂蘭盆大施食会
8/１8（木）
15:00　法話
　浄土真宗本願寺派
　西楽寺ご住職　菅原 昭生　師
16:40　盆供養法要
18:00　終了予定
※お数珠、輪袈裟をお持ち下さい

婦人会清掃活動
  6/12（日）坪井上地区
  8/18（木）坪井下地区
12/25（日）中北上地区
  3/20（月）中北下地区

どなたでも参加自由。一緒に私たちの
少林寺を綺麗にしましょう。
鋤簾・軍手・草取り道具など各自用意
できる掃除道具をご持参下さい。

奉仕清掃活動

募集

7/31（日）　7:30～
９/16（金）　7:30～

どなたでも参加自由。思いを語り
合い、私たちの「少林寺」を一緒
に考え、明るい社会をつくりませ
んか。

少林寺未来プロジェクト
募集

9/22（木）　9:00～

気持ちが大事
　みんなでお寺へ行こう！！

お月見坐禅会
中秋の名月…9/15（木）
18:00　お団子作り
19:00　坐禅、民話、お月見
後の名月…10/13（木）
18:00　お団子作り
19:00　坐禅、お月見他 修正会

元旦～3日
① 11 時 　② 14 時　（随時受付）
厄払いなど新年のご祈祷してます

11（土）覚禅会
12（日）婦人会清掃活動
　　　　　坪井上地区
12（日）総供養会

  9（土）覚禅会

14（土）覚禅会

  9（土）覚禅会
31（日）奉仕清掃活動

18（木）婦人会清掃活動
　　　　　坪井下地区
18（木）盂蘭盆大施食会
22（月）禅道場体験

10（土）覚禅会
15（木）お月見坐禅会
16（金）奉仕清掃活動
22（木）
少林寺未来プロジェクト

  8（土）覚禅会
13（木）お月見坐禅会

  7（水）夜の坐禅会
10（土）覚禅会
25（日）婦人会清掃活動
　　　　　中北上地区

元旦～3日　修正会
14（土）覚禅会

11（土）覚禅会
20（月）婦人会清掃活動
　　　　　中北下地区
20（月）総供養会

6

12（土）覚禅会
13（日）夜の坐禅会

11（土）覚禅会
15（水）夜の坐禅会
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●
今
年
で
３
７
才
に
な
り
、
住
職
８
年
目

に
入
り
ま
し
た
。
長
男
誕
生
か
ら
８
年
が

経
ち…

１
月
に
２
人
目
（
女
子
）
が
誕
生
。

【
真
那(

ま
な)

】
と
命
名
。
そ
ん
な
子
供

達
の
た
め
に
も
明
る
い
未
来
を
残
し
た
い

で
す
。

●
番
犬
と
し
て
期
待
し
て
い
た
【
禅(

ぜ

ん)

】
く
ん
。
期
待
を
裏
切
り
ほ
ぼ
吠
え

な
い
。
と
て
も
人
懐
こ
い
。
人
生
は
思
い

通
り
に
な
ら
な
い
と
犬
に
教
え
ら
れ
る
。

そ
れ
と
も
躾
が
悪
い
の
か
。
マ
ス
コ
ッ
ト

と
し
て
は
期
待
大
。

●
地
域
不
動
の
お
寺
と
し
て
、
あ
な
た
の

故
郷
の
お
寺
と
な
り
、
人
生
の
苦
し
み
喜

び
を
共
に
歩
み
、
安
心
で
き
る
心
の
拠
り

所
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
檀
信
徒
や
地
域

の
方
、
各
々
が
少
林
寺
に
携
わ
れ
る
よ
う

に
、
ま
ず
は
（
右
の
案
内
）
ご
意
見
を
頂

戴
し
、
こ
れ
か
ら
の
少
林
寺
に
つ
い
て
考

え
て
い
き
た
い
で
す
。
ど
う
か
人
が
集
ま

り
ま
す
よ
う
に
。

祈
祈
祈
（
合
掌
）

住職のつぶやき

覚禅会

夜の坐禅会

6/11（土）9:00
7/  9（土）9:00
9/10（土）9:00
10/  8（土）9:00
11/12（土）9:00
12/10（土）9:00
1/14（土）9:00
2/11（土）9:00
3/11（土）9:00

11/13（日）19:30
12/  7（水）19:30
2/15（水）19:30

毎月第2土曜日　（9:00 坐禅・行茶、10:00 読経・写経）

※８月は禅道場体験です

・参加費無料。坐禅と写経の二部制です。一方の参加も可能です。
・足の不自由な方は、椅子に座り足を組まなくてもできます。
・写経は、椅子と机がございます。
・道具もあります。（使い慣れた道具があれば持参下さい）
・檀家、年齢性別は問いません。どなた様もお気軽にお越し下さい。
・団体の場合はご連絡下さい。個別の日程は要相談。
・個人、団体、企業など出張で坐禅会・写経会を致します。
・勝手ながら、急な日程変更もありますので事前にご確認頂ければ幸いです。

少林寺開山忌
摂心会（釈尊成道会前夜）
涅槃会 (釈尊命日 )

悩んでいる方、落ち込んでいる方
寂しさを感じている方、つらい方、
私で宜しければ、
お話し聞かせて頂けませんか。
　　　　　　いつでも、どうぞ。

【お話聞きます】
少林寺ゆるキャラ澤龍山少林寺の「龍」をイメージ

名前募集中！



・美作地区外の方は、例年通りお電話にて日程をご連絡いたします。
・美作地区の方は、勝手ながら以下の予定表通りお勤めさせて頂きますので宜しくお願いいたします。
・葬儀等で急な日程変更もございますことご了承下さい。
・ご都合の悪い方は、ご連絡頂ければ、日程変更が可能ですのでご遠慮なくお申し出下さい。
・お留守の場合は、外から読経させて頂きます。
　よろしくお願いいたします。

【棚経（盆経）】
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・午前… 7時～13時頃　・午後… 12時～20時頃

日にち 曜日 時間 地域（仏壇の安置場所で表記）

5月下～6月上旬 関東、中部地域

6月頃 関西地域

中国（岡山県外）四国地域

岡山県南地域、新見市、勝央町、美作市

午前 加茂町、上横野、苫田郡鏡野町、宮部下

午後 宮尾、久米川南、神代、福田下、桑上、桑下、戸脇、美咲町

午前 山方、一宮、大田、沼

午後 上河原、北園町、山下、椿高下、総社、小原

午前 林田、野介代、川崎、中原、高野本郷、横山、昭和町

午後 大谷、南新座、福渡町、坪井町、鉄砲町、小田中、二宮、院庄

7月29日 金 午前 真庭市

午前 畝西、政友

午後 追分、原（上）

午前 原（下）、安清（上）

午後 安清（下）、福本

午前 明谷、岩谷

午後 磯尾、寺城、大宮

午前 坪井（１）（２）

午後 坪井（２）（３）（４）

午前 岡、寺岡、千代

午後 三成（１）（２）

午前 多田、領家

午後 木原、向山根

午前 山根（東）（中）

午後 山根（西）

8月8日 月 奈義町

8月9～12日 <予備日>

8月13～15日 <初盆>  ※ご予約がまだの方は、お早めにご連絡下さい

秋彼岸頃 九州地域

7月21日 木

平成２8年　棚経（盆経）予定表

7月19日 火

7月20日 水

7月頃

8月1日 月

8月2日 火

8月3日 水

8月7日 日

8月4日 木

8月5日 金

8月6日 土

あなたもお坊さんになりませんか？ ご興味のある方、少林寺住職までお問い合わせ下さい。

少林寺たより澤龍　お問合せ　●電話 0868-57-2303  ●住職電話 080-6351-9686　●メール info@shorinzenji.com


	1p
	2p
	3p
	6p
	7p
	8p

